
JACR Monograph No.24 
第 2部 第 27回学術集会を てー 一 ポスター発表 
 

院内がん登録の実務者が自ら相対生存率を計算できるために 

－宮城県・東北地方での取り組み－ 

 

 

 政 1 2 3  佐藤 2  藤 登 3   2   

新田 子 2  田 4  田 めぐみ 4  本  4 

1 県立がんセンター研究所がん 学・ 研究部  2 県立がんセンターがん登録  

3公 団法人 県対がん協会  4 田大学 学部 属 情報センター 

 

目的  

全 がん登録が開 され 1)、 がん登録の実施に係る指 も示され 2)、今後、 道 県

から 後情報の提供を受け、 度の高い生存率の計算が可能になる。がん 連携拠点

においては、生存率を含めた集計結果を適 に 価・比較・公表することが期待されている。

しかし、現 報 を見ると、生存率の算 は 30 と実施率が い（図 1A・B）3)。さら

に複 な計算を要する相対生存率は自前で計算することは難しい 4)。そこで、今 、 県・

地方において相対生存率の計算を目的とした研 会を開 したので報 する。 

  

 

方法  

県と 田県において研 会を開 した（県がん 連携協議会がん登録部会主 ）。

資料とプログラムは、 県立がんセンターでの 会を通して開発・ 正を行った（図 2）。

相対生存率の計算に際しては、 県がんセンター研究所の 上 夫部長が開発した相対生

存率計算ソフト Kapwin5)を を得て無 配 とした。研 会の 後、 加者に対して

アンケート を行った。 価や理解に関する 目については 5 段階で を求め、質問、

意見、要 等については自 記 とした。 

92



JACR Monograph No.24 
第 2部 第 27回学術集会を てー 一 ポスター発表 

 

 

結果  

県の研 会は 90 分間のプログラムで、19 人が 加し（95%が 情報 理 ）、17

人（89 ）がよかったと 価し、18 人（94.7%） が理解できたと した。 田県の研

会は 1 日のプログラムで、20 人が 加し（75%が 情報 理 、20%が事務職）、全員が

よかったと 価した。なかでもモデルデータを使った演習の 価が高く（図 3）、 容につ

いては、すべての講義・演習で 85%以上が理解できたと した（図 4）。がん登録の実務

年数で比較したところ、5 年 満の実務者では「 し理解できない」との が見られ

た（図 5）。88% が研 会の資料やモデルデータについて役立つと し、82 が今後自分

で計算してみようと感じ、65%が自施設に っても自分で計算できそうと した。94

が の方にこの研 会を めると した（図 6）。自 記 では、有意義であったと 価

する記 がほとんどであったが、自施設での計算に不安を感じるとの が 1 件見られた。 
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考  

県・ 地方において、相対生存率を計算することを目的に 90 分間 1 日のプロ

グラムを開発し、研 会を開 した。約 90 がよかった、理解できたと 価し、開 する

意義が確認できた。今後は、実際に自施設で計算できるよう質問への対応などのサポート、

Ederer 法など の計算方法 6,7)での実施が課題である。 

 

 

本研究 研究の対 となった研 会は、 相対生存率計算ソフト Kapwin の無 配

なしには実現しませんでした。無 配 について、 いただきました 県がんセンタ

ー研究所の 上 夫先生に心より感 し上げます。 

 

COI 開示  

当演題発表に関し、開示すべき COI はありません。 

 

――――――― 
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